
 気候シナリオ2017を、普及が進んでいる「農研機構メッシュ農業気象データ」に搭載します。
 「2015」を含め数多くの気候シナリオを、「データ統合・解析システムDIAS」等に搭載する計画です。
 利用者が必要な情報を、容易に選択し、解析できるガイダンスを作成しています。

普及・社会実装への道筋

共通シナリオ（2015）の作成と配布 新たな気候シナリオ（2017）の開発･実装

背景：地域の気候変動予測は難しい1
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農業影響評価・適応のための気候シナリオ

農研機構 農業環境変動研究センター

気候変動対策プロジェクト研究成果発表会（平成30年2月14日）25 影響評価

問い合わせ先：農研機構 農業環境変動研究センター 西森基貴 mnishi@affrc.go.jp

大気中の温室効果ガス増加による気候変動の地域詳細な予測のために、複
数の気候予測モデルの結果を用い、さまざまな時空間補間（ダウンスケール）
法およびバイアス補正法により多種の気候シナリオを作成し、「農研機構メッ
シュ農業気象データシステム」など、多様なルートで配信しています。

１．気温上昇は確実でも？年頃に＋？℃か、CO2濃
度予測や気候予測モデルの不確実性があります。

２．地形が複雑で細長い日本では雨の予測は難し
く、気候モデル予測結果もまちまちです。

３．農業影響評価のためには、日照も重要ですし、
湿度や風の情報も必要です。

バイアス補正と時空間ダウンスケール２

〇気候ｼﾅﾘｵのほか、コメ品質に関わる高温リスク指
標を作成、将来収量を含めたﾃﾞｰﾀｾｯﾄを公開しました

↑気象要素の頻度分布型等を補正
空間解像度を３次ﾒｯｼｭ1kmに高め→
複数のCO2濃度予測と気候モデ

ル予測結果から農業気象要素の
気候シナリオを作成しました。
確率的な日値生成：ｳｪｻﾞｰｼﾞｪﾈﾚｰﾀ
気候の年々変動幅を補正：ｽｹｰﾘﾝｸﾞ

〇基準期間における極端現象の再現性が向上
し、更なる利用の拡大が期待されます

←登熟期前半の日
平均気温の26℃超

過分を積算した暑さ
の指数の出現分布
で、20（℃･日）を越

えると、品質低下の
リスクが高まります。

（目標）降水や日
射の高精度化

気候モデ
ル出力を
農業現場
で利用で
きる1kmﾒｯ
ｼｭまで空
間を細かく
ダウンス
ケール

←気候モデ

ルが再現し
にくい年最
大 日 降 水
量 の 再 現
に近づいて
きました。
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